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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，観戦者がスタジアムの内外においてどのような感情を体験してきた
のか，それらの感情がどのような場面や出来事によって生起されたのかについて明らかにする事であった．2回
にわたるJリーグ観戦者へのインタビュー調査の結果，感情の理由の多くは観戦サービスのコアプロダクトであ
る競技としてのサッカーの試合そのものに関連したものであること，同じ感情カテゴリーであっても事象の種類
や強度によって異なる感情項目が生起されること，「怒り」カテゴリーでは，同じ観戦サービスに参加している
他の顧客の望ましくない行動によって生起されていることなどが確認された．

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to investigate what kind of emotions sport 
spectator have experienced inside/outside stadium and what kind of situation/event elicit these 
emotions. Two sets of interview survey to J. League spectators were conducted. The findings of this 
study are as follow. 1) Most of emotions are elicited by the events related to the core product of 
the service such as the game itself. 2) In the category of anger, the emotions are elicited by 
unfavorable behavior of other customers such as jeering. 

研究分野： スポーツ消費者研究

キーワード： スポーツ観戦者　感情
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１．研究開始当初の背景 
	 本研究では，スポーツ観戦という消費行動
のメカニズムを明らかにする変数として，ス
ポーツ観戦者の「感情」に着目した．スポー
ツ観戦という消費においては，多種多様な感
情が経験され，それらの感情経験がその後の
消費行動において重要な役割を果たしてい
ることが明らかにされてきた．例えば
Madrigal（1995）は「楽しみ」という感情
が，観戦に対する満足にポジティブな影響を
及ぼしていることを報告し，隅野・原田
（2005）は，これまでに「心配」「楽しみ」
「誇り」をスタジアムで経験している観戦者
ほど，再観戦意図が高くなっていることを明
らかにした．また押見・原田（2010）は，ス
ポーツ観戦における「感動」が，満足や再観
戦意図に影響を及ぼすことを明らかにして
いる．しかしながら，具体的にどのような刺
激や出来事がそれぞれの感情を生じさせて
いるかについて着目した研究はほとんどみ
られないのが現状で，これらの感情について
の研究を，実際に現場のマーケティングに応
用するためには，このテーマについての仮説
探索あるいは仮説構築のための基礎的な研
究が必要とされている段階にあった． 
 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は，応援するクラブやチーム
に対し観戦者がスタジアムの内外において
どのような感情を体験してきたのか，そして
それらの感情がどのような場面や出来事に
よって生起されたのかについて明らかにす
ることであった． 
 
３．研究の方法 
（１）2015年 11月から 12月にかけて 1回
目のインタビュー調査を行った．調査対象は
特定の Jリーグクラブを応援しており，当該
クラブのホームスタジアムで観戦経験のあ
る某大学サッカー部員 6名であった．インタ
ビュー調査では，まず応援している Jリーグ
クラブ，応援し始めた時期やそのきっかけ，
スタジアム観戦頻度等の基本的な事項につ
いて質問したのち，スタジアム観戦中に経験
したことのある感情について隅野・原田
（2005）の質問項目を用いた質問紙調査を実
施後，再びインタビューにてそれぞれの感情
がどのような状況で，何に対しての感情であ
ったかを感情の理由として尋ねた． 
	 インタビューの音声はインタビュイー同
意の上，ICレコーダーで録音され，音声デー
タから逐語録を作成した．質的データ分析ソ
フトMaxqda12を使用し，感情を生起させた
要因の切片化およびコード名生成をボトム
アップに行った． 
 
（２）1 回目のインタビュー調査の実施とそ
の結果を受けて，2 回目のインタビュー調査
を，同様の方法にて 1回目の調査対象とは異
なる部員 6 名に対して行った．2 回目のイン

タビュー調査は，1 回目の調査結果を増補す
るための追加調査という位置付けとした．調
査時期は 2016 年 12 月から 2017 年 2 月であ
った．	
		
４．研究成果	
（１）１回目のインタビュー調査の結果につ
いて，各インタビュイーの感情に関する質問
に対する回答を表 1に示した．前述の質問紙
を用い，回答は 1.まったく感じたことがない，
2.	あまり感じない，3.	時々感じる，4.	よ
く感じる	の 4 段階尺度で求めた．	
	 感情項目に対する回答を感情カテゴリー
別に見てみると，3.	時々感じる，4.よく感
じる，と回答したものが多かったのは，2.「興
奮」，4.「楽しみ」，8.「楽観」，9.「安心」，
10.「誇り」，14.「驚き」の 6 カテゴリーで
あった．	
	 逆に，1.まったく感じたことがない，2.	あ
まり感じない	の回答が多かったのは，5.



「恥」，7.「ねたみ」，11.「罪悪感」，12.「落
ち着き」の 4カテゴリーであった．残りの 1.	
「怒り」，3.「怖れ」，6.「心配」，13.「悲し
み」の 4 カテゴリーに関しては，感じる感じ
ないに個人差があるようにうかがえた．これ
らの 4つのカテゴリーは，いずれもネガティ
ブな感情カテゴリーであった．	
【感情の理由】	
	 次に，この感情に関する質問に対し，3.
時々感じる，4.よく感じる	と回答された項
目の感情を中心に，スタジアム観戦中のどん
な時に感じるか，何に対して感じるのかを，
感情の理由としてインタビューにより尋ね
た．	
	 表１中の濃い網掛けは，このことに関する
回答が得られた項目を，薄い網掛けは，回答
が得られなかった項目を示している．これに
よると，14 の感情カテゴリーのうち，11.「罪
悪感」カテゴリー以外の 13 の感情カテゴリ
ーに関して，感情の理由を聞くことができた．
得られた感情の理由の総数は 174,内容は 54
種類に分類された．	
	 紙幅の都合上，感情の理由に関する結果に
ついては，特徴のある感情カテゴリーに絞っ
て報告する．	
	
①まず，すべてのインタビュイーから感情の
理由を聞くことのできた 4.「楽しみ」のカテ
ゴリーに関しては，(1）ゴール（ほとんどの
場合，応援クラブのゴール），(2)応援クラブ
の勝利，(3)サッカー観戦自体，の３つが主
な理由として挙げられた．感情項目別にみて
いくと，「最高の気分」や「喜び」では，(1)
ゴール	や(2)応援クラブの勝利	が目立ち，
「幸せな気分」や「楽しさ」では，(3)サッ
カー観戦自体の割合が多くなっていた．	
	
②次に，2.「興奮」カテゴリーに関しても，
すべてのインタビュイーから感情の理由が
得られた．主な理由としては，(1)応援クラ
ブの劇的な試合結果（逆転勝ちなど），(2)応
援クラブの重要な結果（優勝，昇格など）， 
(3)サポーターの応援，(4)質の高いプレー，
などが挙げられた．ほかにも，(5)スタジア
ムに入る際，(6)選手のアップ，(7)ビジョン
での選手紹介，(8)ハーフタイムショーなど
の，期待が高まるような場面や，イベントな
どでの盛り上げに対して「興奮」カテゴリー
の感情が生起していることがうかがえた．感
情項目別にみると，「感動」や「感激」では，
(1)応援クラブの劇的な試合結果（逆転勝ち
など），(2)応援クラブの重要な結果（優勝，
昇格など），の理由が多かった．これらの理
由 は ， 戸 梶 ら の 感 動 に 関 す る 研 究
（2001;2004）でも見られていた，達成や成
就のようなポジティブな事象に対し，喜びを
伴い，結果に至るまでのプロセスに関する知
識が必要であり，その間にみられる苦労や努
力などを了解できたほうが感動を喚起しや
すい性質を持つもので，さらに生起確率が低

く意外性や稀少性を持つ事象に対し，驚きを
伴うタイプの感動もある，という報告とも一
致する結果であると思われる．	
	
③また，6 人中 4 人から感情の理由が得られ
た 1.「怒り」カテゴリーに関しては，この「怒
り」カテゴリーの感情の主な理由として，(1)
クラブ・選手の悪いプレー，(2)審判の判定，
(3)他の観客の野次，の 3つが得られた．「怒
り」の感情は，一般にネガティブな感情であ
り，観戦者にはなるべく経験されないように
留意が必要となる感情である．興味深いのは，
試合に関連する選手のプレーや審判の判定
の他に，同じ観戦サービスに参加している他
の観客の野次が挙げられた点である．この点
は，中塚・小川（2008）の研究において述べ
られている，時間と場所，サービス経験を共
有する「他の顧客」の行動がサービス経験評
価に大きな影響を与えるという，顧客参加型
スペクテイターサービスの特徴を表してい
ると考えられる．	
	
（２）次に，２回目のインタビュー調査の結
果について，各インタビュイーの感情に関す
る質問に対する回答を表２に示した．全体的
には，１回目のインタビュー調査と同様の傾
向が認められたが，感じる感じないで個人差
の大きかったネガティブな感情カテゴリー
のうち，1.	「怒り」，3.「怖れ」，13.「悲し
み」では，1.	まったく感じたことがない，
2.	あまり感じたことがない	と回答したも
のが多い傾向となっていた．	
【感情の理由】	
	 感情の理由に関しても，１回目のインタビ
ュー調査とほぼ同様の結果が得られた．得ら
れた感情の理由の総数は 95，内容は 33 種類
に分類された．２回目のインタビューにて，
新たに見られた感情の理由は 13種類あった．
主なものとしては，2.「興奮」カテゴリーの
「感激」での「選手たちのサポーターへの挨
拶」，「心躍る気持ち」での「選手の入場シー
ン」，4.「楽しみ」カテゴリーの「最高の気
分」での「マンオブザマッチの発表」，7.「ね
たみ」カテゴリーの「やきもち」での「グッ
ズを身につけた他のサポーター」などであっ
た．	
	
（３）まとめ	
	 本研究の 2 回のインタビュー調査により，
67 種のスタジアムで経験される感情の理由
を総数 269 収集することができた．本研究の
結果より，スポーツ観戦に伴う感情が様々な
場面や出来事，対象に対して生起されている
ことが，わずかではあるが明らかとなった．
しかしながら本研究は，いずれも体育学を専
攻し，体育会のサッカー部に所属している大
学生 12 名という非常に限定されたインタビ
ュイーを対象としたため，今後はより多様な
対象に対し，同様の研究を行うことで，スポ
ーツ観戦に伴う感情を生起させる要因を包



括的に明らかにすることが求められる．	
	 また，吉田ほか（2015）がスポーツファン
の「誇り」にフォーカスした研究を行ってい
るように，特定の感情ごとにより詳細に，感
情喚起のメカニズムや機能に注目した取り
組みが行われることが期待される．	
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